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みんなで+募集
•  草刈り、樹木の剪定・伐採
などのWSを企画し、WS内
で樹木管理を学びつつ、敷
地内の維持管理を行ってい
く

空間の整備

A班　テーマ2：実証実験をするために具体的に必要なことと課題〜誰がどのように進めて行くか〜

課題・必要なこと項目 誰が、どのように進めるか

果樹園の復活

地域の集いの場

WSを通した樹木の維持管理

子ども達が自然に過ごせる場の整備

既存建築の再利用

人を集めるイベント

アウトドアエリアの整備

日常利用エリアの整備
•  ドッグラン

支障物の撤去など
•  果樹園時代のパイプやワイヤーが残っている
ため、撤去が必要

駐車場
•  イベントを行えば、車で来る人が増える。現
況の駐車場では収まらない可能性があるため、
整備が必要

果樹園の維持管理
•  現況の果樹は、当時のまま放置されているので、手入れ
をする必要がある

建築の改修
•  建物が老朽化し、現況のままでは利用できない

道路の拡幅
•  B,C地区間の道路は狭くて車のすれ違いが困
難。車の出入りが増えれば近隣住民の迷惑に
なる。交通整備を行った方が良い

安全性の確保
•  草むらには、イノシシやヘビ（マムシ、ヤマカガシ）が
出る。草刈りなどの管理が必要

•  倒木の危険があり、立ち入り禁止の区域がある。人が利
用するには、オープンな場所にすることが必要。現在は
閉鎖的
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C班　テーマ2：実証実験をするために具体的に必要なことと課題〜誰がどのように進めて行くか〜

課題・必要なこと

子どもとふれあう
ドッグラン

果樹の利用体験

みんなで
•  まずは草刈りから始める

自然体験活動

•  自然再生の活動

•  自然体験の学びの取り組み
•  学び、知ることで興味がわき活動に
やる気が出るのではないか

コワーキングスペース

利便性の向上
•  お年寄りの使いやすさに配慮してほしい。立地から利
便性が悪いのでコミュニティバスのルートを東大果樹
園跡地前までくるようにしてほしい。

駐車場など
•  駐車場は、現時点の活動では足りていると思う。今後
行う実証実験の集客規模によっては不足する

•  B,C地区間の道路が狭くて通行しづらい。特に、すれ
違いが困難

支障物の撤去（C地区）
•  果樹園時代に棚として使っていた鋼管とワイヤーが邪
魔である

項目 誰が、どのように進めるか

みんなで
•  WSでやってみる！

子ども自然塾
•  造園や昆虫の専門家を呼ん
で現地講習会を行っている。  
今後の企画もしている。実
証実験との連動も可能

建物がなくても屋外コワーキング
•  建物がなくても自然豊かな中で活動することで、ク
リエイティブな仕事ができるのでは

•  つながりが生まれる･出会いが広がる

草刈りなどの日常管理にも配慮する
•  今後の維持管理も含めて考えるべき

活動全般

今年度の着手は困難


